
 

 

 2025年７月１４日 

 

「あきぎんＮＥＸＴファンド」による支援決定 

～イーストブリッジリニューアブル株式会社への支援について～ 

 

株式会社秋田銀行（頭取 芦田 晃輔）は、投資専門子会社である株式会社あきぎんキャピタルパ

ートナーズ（代表取締役 石川 聡）が運営するあきぎんＮＥＸＴ投資事業有限責任組合（通称：あ

きぎんＮＥＸＴファンド）を通じて、イーストブリッジリニューアブル株式会社（代表取締役 植木

圭紀）に投資実行したことをお知らせいたします。投資実行は、本件が第１２号となります。 

当行グループでは、本ファンドからの成長資金の供給を通じて、秋田の地域資源を活かした新たな

ビジネスに挑戦する企業を積極的に支援し、地域社会の持続的な成長に貢献してまいります。 

 

記 

 

１ イーストブリッジリニューアブル株式会社について 

当社は、欧州地域において着床式・浮体式洋上風力発電事業に携わった経験を持つ植木代表が

2020年に秋田県秋田市で設立した洋上風力発電事業向けのコンサルティング会社です。 

当社は、ＮＥＤＯグリーンイノベーション基金事業（以下、「ＧＩ基金」という。）の採択を受け、

国内外のパートナー企業とともに、特殊工事船に関する研究開発を実施し、将来的には風車据付・

メンテナンス支援船 ＳＯＶ(注１)、海底ケーブル敷設船 ＣＬＶ(注２)の設計・建造・所有・操業を含

めた用船事業の実現を目指しています。 

ＳＯＶおよびＣＬＶは、今後の国内やアジアにおける洋上風力発電の導入拡大にともない大きな

需要が見込まれています。欧州の実績から、ＳＯＶおよびＣＬＶを導入することで、発電量の最大

化や建設・Ｏ＆Ｍコストの削減など、国内洋上風力発電事業の経済性を抜本的に改善できる可能性

があると期待されています。 

（注）注記は別紙に記載しております。 
 

２ 出資先の概要 

会 社 名 
イーストブリッジリニューアブル株式会社 

（East Bridge Renewable Co., Ltd. 略称：ＥＢＲ） 

住 所 秋田市中通二丁目１番３６号 

事業内容 
洋上風力発電事業向けコンサルティング事業 

洋上風力発電事業向け特殊工事船の用船事業 

代 表 者 植木 圭紀 

 

３ 出資内容 

出 資 日 2025年７月１１日（金） 

出資形態 第三者割当による株式の引受け 

投資金額 非公表 

 

 



 

 

４ 当ファンドの概要 

名  称 あきぎんＮＥＸＴ投資事業有限責任組合（通称 あきぎんＮＥＸＴファンド） 

ファンド総額 １０億円 

出 資 者 
有限責任組合員（ＬＰ） 株式会社秋田銀行 

無限責任組合員（ＧＰ） 株式会社あきぎんキャピタルパートナーズ 

存続期間 約１０年間 

設 立 日 2023年８月１日（火） 

投資対象 

○ 創業・起業期および創業・起業 10 年未満の企業、第二創業・新事業を展

開する企業 

○ 地域に欠かせない技術・顧客基盤を有し、事業承継の課題を抱えている企業 

○ 地域活性化に資する事業を行っている企業 

 

５ 投資実行先一覧 

 企業名 事業内容 

第１号 Cranebio株式会社 フェムテック製品の開発・製造 

第２号 発酵パーク株式会社 まちづくりに関するサービス提供、宿泊業 

第３号 双日由利農人株式会社 タマネギ生産にかかる営農サポート 

第４号 事業承継案件（非公表） 

第５号 TOYOSHIMA FARM株式会社 ブドウ栽培、ワイン醸造 

第６号 株式会社このほし 森林資源活用コンサルティング 

第７号 新製品開発案件（非公表） 

第８号 株式会社エナーバンク 脱炭素化支援サービス 

第９号 株式会社男鹿なまはげ魚工房 陸上養殖事業 

第１０号 事業承継案件（非公表） 

第１１号 事業承継案件（非公表） 

（以 上） 



 

 

（別 紙） 
 
(注)１ ＳＯＶ（Service Operation Vessel)：風車建設・メンテナンス専用船 

概要・特徴 

〇 洋上風力発電事業における基礎工事、海底ケーブル敷設、風車据付などの作

業実施に際し、洋上風力発電設備へ作業員を移乗するための特殊工事船（乗船

者数：約 130人、全長：約 90ｍ、載貨重量トン：約 2,300ｔ） 

〇 ＳＯＶのコンセプト設計は、ＧＩ基金に基づき、ＥＢＲ、ＢＳＯ(注３)、東京

汽船株式会社が研究開発作業を実施しました。（ノルウェー造船大手である

Ulstein Groupが設計協力） 

〇 大型のギャングウェイ（洋上風力発電設備へ作業員を移乗するための可動式

通路）を備えており、海象条件が厳しい冬季において有義波高が 3.0ｍ以上で

も 90％以上の風車アクセス率が期待できます。 

〇 ＳＯＶの導入により、洋上作業員の安全性確保、作業負荷の大幅な軽減がは

かられるとともに、年間を通じて安定した工事・運転保守体制の整備を進める

ことができます。 

ビジュアル 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

提供：ＥＢＲ 
 

２ ＣＬＶ（Cable Laying Vessel）：海底ケーブル敷設専用船 

概要・特徴 

〇 洋上風力発電事業における風車と洋上変電所を接続するケーブル、風車と陸

の間のケーブル、直流送電線のような長距離・大水深における海底ケーブルな

どの敷設作業を実施するための特殊工事船（乗船者数：約 90人、全長：約 130

ｍ、載貨重量トン：約 12,000ｔ） 

〇 ＣＬＶのコンセプト設計は、ＧＩ基金に基づき、ＥＢＲ、ＢＳＯ、東京汽船

株式会社、古河電気工業株式会社が研究開発作業を実施しました。（Ulstein 

Groupが設計協力） 

〇 従来の海底ケーブル敷設船と比較し、安定性・作業性に優れています。 

〇 大型宿泊設備が備わっており 24時間作業できるため、大幅な工程短縮が期待 

できます。 

ビジュアル 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

提供：ＥＢＲ 

３ ＢＳＯ：（Bernhard Schulte Offshore GmBH）：ドイツ最大の船舶マネージメント会社である 

Bernhard Schulteグループ（従業員約 27千人・世界で 650隻以上の船舶操業実績）の 100％ 

子会社。現在、ＳＯＶを４隻保有・操業中、３隻追加建造中 

（以 上） 


